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水
道
の
本
管
、
洗
浄
し
ま
す

市
街
地
の
一

洗　ジ争　前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蔭
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藻
D
ひし
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
、
灘
畢
い
ン

部
7
／
2
9
㊧
～
8
／
6
㊧
　
　
　
・
臨
、
灘
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
難
－
鐸

　
　
難
　
難
蕪
鱗
、

①
洗
浄
工
事
は
、

本
管
内
に
水
・
空
気
の

圧
力
を
強
く
か
け
て
行

う
た
め
、
家
庭
や
事
業

所
の
給
水
管
に
作
業
中

の
汚
れ
た
水
が
入
ら
な

い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
、
水
道
局

で
は
洗
浄
を
始
め
る
前

に
、
家
庭
や
事
業
所
の

止
水
栓
を
閉
め
、
終
わ

る
と
ま
た
開
け
る
と
い

う
作
業
を
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
作
業
を
短
時
間
の
う
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
行
う
た
め
、
つ
ぎ
の
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
止
水
栓
の
上
に
物
を
置
か

　
②
受
水
槽
が
あ
る
所
（
学
校
、

　
事
業
所
、
ア
パ
ー
ト
等
）
は
、

　
工
事
当
日
の
夜
（
午
後
十
時

　
～
翌
日
の
午
前
六
時
）
、
元

　
栓
を
閉
め
て
お
く
。

　
②
故
障
な
ど
の
た
め
に
や

む
を
得
ず
止
水
栓
を
閉
め
ら
れ

ず
、
工
事
中
に
汚
れ
た
水
が
出

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
蛇
口
を

開
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
③
当
日
の
夜
、
機
械
の
運

転
音
な
ど
で
迷
惑
を
か
け
る
場

所
が
あ
り
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
④
　
工
事
の
翌
日
、
水
が
出

な
い
、
長
時
間
に
わ
た
っ
て
水

が
濁
っ
て
出
る
よ
う
な
と
き
は
、

水
道
局
（
盈
5
7
1
3
1
1
1
内

線
蹴
、
脇
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

騒醐騨覇轟第11回水道週間8／1㊤～7㊧

1　＝欝響黛欝　新聞やテレビで、関東地方の水不足が毎

　』嚇叢妻1灘欝　　ば都市機能もストップ。当市も同様です。そ

こで「地下水のかん養事業」　「克雪・治水ダム事業」を進

めています。水はかけがえのない財産、大切に！

麟
欝

工事日 関　　係　　区　　域

7／29 高田町／（一部），高田町2＼高田町3東・
㈱ 3南・3西（一部）

田川町／（記部）＼田川町2・3＼高田町3
30 西（一部）．干・代田町（一部）＼稲荷町3本

㈲ 通り・3北（一部）．稲荷町4＼西本町／・2

（一部）．八幡田町（一部）

8／2 稲荷町／，稲荷町2・3本通り・3北（一部），

西本町／・2（一部）＼昭和町3（一部）＼
（日）

泉町。高田町2（一部）￥本町5（一部）

3 駅通り、昭和町2・4．昭和町3（一部）＼（月）

西浦町東・西＼旭町（一部），本町3・4（一部）

5
本町4＼本町5・6－／（一部）＼高田町3
東（一部），丸山町＼稲荷町3南＼旭町（一

㈱ 部）、干代田町（一部）

6 本町5・6－4（一部）＼本町6－2＼稲荷
㈱ 町4・2・3東（一部）

（注意） 町名で（一部）の地区については．上の区

域図の区画線内の町内です。
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地域農業と農地の守り手農地の有効利用と流動化の
推進役

農業者年金加入および受給
手続きのお手伝い役

農家に関係する法律や説愈、金

翻
幾

　
　
ぺ

黛
．
，
離
鰹
．
イ
画
．
一
一
一
・
（

　
纏

　　　　　　　　　農　　　　　　　　　霧　　　　　　　　麹　　　　　　　霧　　　　　　霧　　　　　　嚢　　　　　叢　　　　呈　　　竃　　　馨　　業　嚢蓬勢
新農業委員（任期：昭和62年7月20日～65年7月1g日）

行
動
す
る
25
人
の
農
業
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ん
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
　
　
　
ま
ヌ

欝
．
船

　
　
護
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
＼

　
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

　
任
期
満
了
（
任
期
は
三
年
間
）

に
と
も
な
う
、
農
業
委
員
会
委

員
の
立
候
補
届
出
が
、
七
月
五

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
各
選
挙
区
と
も
立
候
補
者

が
、
委
員
定
数
と
同
数
の
た
め

に
無
投
票
と
な
り
、
市
選
挙
管

理
委
員
会
で
は
十
三
日
に
選
挙

会
を
開
き
、
二
十
人
の
当
選
を

確
定
し
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
会
は
、
選
挙
に
よ

る
委
員
二
十
人
、
市
長
が
選
任

す
る
委
員
五
人
の
計
二
十
五
人

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
第
一
回
総
会
を
七
月
二
十
七

日
に
開
き
、
会
長
・
会
長
代
理

の
選
任
、
議
席
な
ど
を
決
め
ま

す
。

選挙区 氏　　名 年齢 党派 住所・選任団体

第1選挙区 福崎　彦造 62 無・前 田　　　　　麦

（定員4人） 小林　　賢祐 58 無・前 津　　　　　池

旧十日町・川治村 風間長一郎 49 無・新 長　　　　　里

六箇村の区域 遠田　　金市 63 無・前 川治下町3
－　　一　　一　　一　　薗　　一　　一　　一　　一　　一　　 一　　一　　〇　　 一 一　　一　　一　　 一　　 一　　

山田　　正吉 64
”””ユ』一

無・剛 四　日　町　3

第2選挙区 大島　福治 63 無・新 中　条　旭　町
（定員4人）

旧中条村の区域
大島　　　勇 53 共・新 池　　　　　谷

須藤　　一雄 57 無・新 中　　条　　島
一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　 一　　－　　一　　一　　一　　一　　一　　 一　　甲　　畢　　一

一　一　－　一　』　一　一　一　一　〇　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一 一　　 亭 一　　 一　　 一　　 響　　甲　　o

尾身　正徳 65
一一””ユ1一

共・剛 中　　　　　平

第3選挙区 丸山　　　滋 65 無・前 南　　鐙　　坂
（定員4人）

旧吉田村の区域
入田　　富治 65 無・前 稲　　　　　葉

尾身　栄一 53 無・新 鉢　　　　　1
臼　　一　　一　　〇　　一　　 一　　 一　　－　　一　　－　　一　　曹　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　甲 一　　 層　　 一 一　　 一　　一

第4選挙区 長谷川信一 41 無・新 水　　　　　口

（定員3人） 阿部　　栄作 54 無・新 上　新　田　1
旧下条村の区域 小杉　　茂樹 51 無・前 蟹　　　　沢

一　　一　　一　　一　　－　　一　　－　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　甲　　－　　一　　一　　一　　曹 一　　一　　一　　 瞬　　閣　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　甲　　一　　一 一　　一　　 一 一　　 ，　　聯　　一　　 一　　 一　　層　　 一　　聯　　一　　帰

上村　　博一 58
’”一一リユ1一

無・剛 伊　　達　　2

第5選挙区 藤田　安芳 51 無・前 安　　養　　寺

（定員5人） 高野　　松蔵 60 無・新 太　田　島　1
旧水沢村の区域 太田　　忠勝 47 無・前 馬　　場　　1

村山　　勇吉 63 無・前 野　　　　　中
一　　榊　　一　　甲　　 一　　一　　層　　曹　　一　　一　　一　　甲　　一　　甲　　一　　一　　－　　一　　一 一　　冒　　 一　　一　　一　　 一　　一　　一　　 冒　　 噂 ，　　 一　　 冒 響　　一　　一　　一　　聯　　

庭野甚兵衛 64 市　　農　　協

市長が選任する

委　　　　　員

庭野　　喜一

庭野　　重信

佐藤　　一男

54

56

60

中魚沼農業共済組合

市　　議　　会

市　　議　　会

宮沢　　健一 57 市　　議　　会

　　　　さヤるさと
「手づくり郷土賞」全国30選に

黙雪まつりと流雪溝のまち。

撃

　
『
雪
ま
つ
り
と
流
雪
溝
の
ま

ち
』
と
し
て
、
当
市
が
第
二
回

手
づ
く
り
郷
土
賞
「
い
き
い
き

と
し
た
楽
し
い
ま
ち
並
み
」
の

全
国
三
〇
選
に
選
ば
れ
七
月
十

日
、
北
陸
地
方
建
設
局
（
新
潟

市
）
で
、
丸
山
市
長
に
認
定
証

と
副
賞
の
盾
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。　
手
づ
く
り
郷
土
賞
は
、
建
設

省
が
国
土
建
設
週
間
（
毎
年
七

月
十
日
～
十
六
日
）
の
行
事
と

し
て
昨
年
度
か
ら
始
め
た
も
の

で
、
地
域
の
個
性
や
伝
統
を
作

り
出
し
て
い
る
誇
れ
る
社
会
資

本
－
道
路
・
河
川
・
橋
・
住

宅
な
ど
を
、
全
国
に
広
く
紹
介

す
る
こ
と
に
よ
り
、
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

　
今
年
度
は
、
　
「
ふ
れ
あ
い
の

並
木
み
ち
」
「
水
辺
の
風
物
詩
」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十日町は名高い豪雪地帯。流雪溝が整備　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドされ効果を上げています。また。雪を利用　1
した雪まつりには多くの人々が訪れていま　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ
す一絵ハガキで紹介されます。　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

「
い
き
い
き
と
し
た
楽
し
い
ま

ち
並
み
」
の
テ
ー
マ
で
、
そ
れ

ぞ
れ
全
国
三
〇
選
が
選
ば
れ
ま

し
た
が
、
北
陸
地
方
建
設
局
管

内
の
新
潟
・
富
山
・
石
川
の
三

県
で
は
八
カ
所
。
県
内
で
は
、

当
市
と
新
潟
市
「
水
辺
の
風
物

詩
『
早
川
堀
の
イ
メ
ー
ジ
復
元
』
」

の
ニ
ヵ
所
で
す
。
全
国
三
〇
選

は
絵
ハ
ガ
キ
な
ど
で
広
く
P
R

さ
れ
ま
す
。

　
今
回
の
選
定
は
、
伝
統
あ
る

雪
ま
つ
り
の
開
催
と
克
雪
都
市

づ
く
り
を
、
市
民
み
ん
な
で
進

め
て
い
る
活
動
が
認
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。
認
定
証
と
盾
は
、

市
役
所
一
階
の
正
面
玄
関
を
入

っ
た
庁
舎
案
内
板
の
所
に
し
ば

ら
く
の
間
、
展
示
し
て
お
き
ま

す
の
で
来
庁
の
際
は
ご
覧
く
だ

さ
い
。

3と’お．ガ夢3昭和62年7月25日
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「
老
齢
福
祉
年
金
』

　
　
　
　
8
月
は
年
金
を
受
け
取
っ
て
、

　
老
齢
福
祉
年
金
の
支
払
い
が

八
月
十
一
日
（
火
）
か
ら
始
ま

り
ま
す
が
、
こ
の
日
、
年
金
を

受
け
取
っ
た
後
に
日
程
表
の
と

お
り
老
齢
福
祉
年
金
証
書
を
提

出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
提
出
が
遅
れ
た
場
合
、
つ
ぎ

の
十
一
月
に
支
給
さ
れ
る
年
金

が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
必
ず
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
証
書
は
十
一
月
期
の
年

金
支
払
い
時
に
お
返
し
し
ま
す
。

　
老
齢
福
祉
年
金
は
、
費
用
の

全
額
が
国
の
負
担
に
よ
っ
て
支

給
さ
れ
る
年
金
の
た
め
、
①
恩

年金支払い・証書提出の日程表

給
や
厚
生
年
金
な
ど
を
受
け
て

い
た
り
、
②
受
給
者
本
人
な
ど

に
あ
る
程
度
の
所
得
が
あ
る
と

き
は
、
支
給
さ
れ
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
毎
年
一
回
、
前
年

の
所
得
な
ど
に
つ
い
て
の
審
査

を
行
い
、
む
こ
う
一
年
間
の
年

金
支
払
い
額
を
証
書
に
記
入
す

る
必
要
が
あ
る
わ
け
で
す
。

■
お
い
で
い
た
だ
く
人
　
本
人

ま
た
は
代
理
人
で
も
結
構
で
す
。

■
持
参
す
る
も
の
　
老
齢
福
祉

年
金
証
書
（
特
別
証
書
を
含
む
）
、

証
書
に
押
し
て
あ
る
印
鑑

土
寸岬後午～時9前午

ω℃日11月8

年
金
支
払
い
場
所

年
金
証
書
提
出
場
所

的較比は》りか後午
、
がすまい合み混は

　
。

中
す
前
ま
午
い
、
て

年
い
例
す

※

十
日
町
郵
便
局

十
日
町
郵
便
局

十
日
町
本
町
簡
易
郵
便
局

市
役
所
市
民
課

十
日
町
高
田
郵
便
局

土
市
郵
便
局

土
市
郵
便
局

魚
沼
中
条
郵
便
局

魚
沼
中
条
郵
便
局

十
日
町
川
治
簡
易
郵
便
局

十
日
町
川
治
簡
易
郵
便
局

下
条
郵
便
局

下
条
郵
便
局

魚
沼
吉
田
郵
便
局

魚
沼
吉
田
郵
便
局

越
後
水
沢
郵
便
局

越
後
水
沢
郵
便
局

新
水
簡
易
郵
便
局

新
水
簡
易
郵
便
局

六
箇
簡
易
郵
便
局

六
箇
簡
易
郵
便
局

証
書
を
提
出

■
そ
の
他

　
①
当
日
都
合
の
つ
か
な
い
人

は
、
早
め
に
年
金
を
受
け
取
り
、

老
齢
福
祉
年
金
証
書
・
特
別
証

書
・
印
鑑
を
持
っ
て
市
民
課
年

金
係
へ
お
届
け
く
だ
さ
い
。

　
②
川
西
町
・
千
手
郵
便
局
で

年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、

魚
沼
吉
田
郵
便
局
に
、
証
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
年
金

係
（
奮
57
1
3
1
1
1
内
線
幽
、

搦
）
へ
。

県総務文教委員会が視察

　十高校地拡張、

　収蔵庫の建設を陳情

　
県
議
会
・
総
務
文
教
委
員
会

（
須
藤
誠
也
委
員
長
）
が
七
月

十
三
日
、
行
政
視
察
で
来
市
し

ま
し
た
。

　
一
行
は
ク
ロ
ス
m
で
、
①
十

日
町
高
校
の
校
地
拡
張
②
国
の

重
要
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

さ
れ
た
”
越
後
縮
”
の
収
蔵
庫

．
纏
撒

ユニークさに太鼓判

の
建
設
に
つ
い
て
、
当
市
よ
り

陳
情
を
受
け
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
県
バ
イ
タ
リ
テ
ィ

育
成
事
業
で
昭
和
六
十
年
七
月

に
オ
ー
プ
ン
し
た
下
条
中
央
公

園
を
視
察
。
地
元
の
運
営
組
合

よ
り
活
用
状
況
を
聞
い
た
後
、

ロ
ッ
ジ
中
峰
、
ミ
ニ
ゴ
ル
フ
場

な
ど
の
施
設
を
回
り
ま
し
た
。

　
県
内
に
は
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な

ミ
ニ
ゴ
ル
フ
場
は
、
議
員
さ
ん

に
も
な
か
な
か
好
評
で
し
た
。

下
水
道
で
住
み
よ
い
ま
ち
に

　
　
　
　
　
　
中
央
第
一

　
三
年
の
法
定
接
続
期
間
が
過

ぎ
た
飯
山
線
か
ら
東
側
の
「
中

央
第
一
処
理
分
区
」
で
は
、
今

年
六
月
末
現
在
で
二
、
〇
六
一

戸
・
約
八
三
％
の
接
続
が
完
了
。

　
ま
た
、
飯
山
線
か
ら
西
側
の

「
中
央
第
二
処
理
分
区
」
で
も

工
事
が
進
み
、
面
積
で
約
五
〇

％
が
供
用
開
始
と
な
り
、
三
五

三
戸
・
約
三
三
％
の
方
が
接
続

し
ま
し
た
。

は
8
3
％
、
中
央
第
一

　
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
を

除
き
、
供
用
開
始
か
ら
三
年
以

内
に
接
続
す
る
こ
と
が
法
律
で

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
住

み
よ
い
環
境
づ
く
り
の
た
め
に

も
進
ん
で
接
続
し
ま
し
ょ
う
。

　
市
に
は
、
接
続
を
進
め
る
た

め
に
排
水
設
備
の
設
置
や
、
ト

イ
レ
を
水
洗
化
す
る
た
め
の
経

費
を
融
資
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
詳
し

一
は
3
3
％
接
続

　
く
は
下
水
道
課
管
理
係
（
智
5
7

　
－
3
1
1
1
内
線
胴
）
へ
。

　
■
融
資
金
額
　
最
高
七
十
万
円

　
■
利
　
　
率
　
年
五
・
○
％

　
■
返
済
方
法
　
四
十
八
ヵ
月
以

　
内
の
元
利
均
等
月
賦
償
還

　
■
保
証
人
　
市
内
に
居
住
し

　
返
済
能
力
の
あ
る
人
一
人
以
上

　
■
融
資
時
期
排
水
設
備
工
事

　
の
竣
工
検
査
後

へ蜘

購

～
，
筆

詣
、
＆
顔
な
欝
閥
販
発

　
　
注
憲
し
て
ネ

、
㌧
畳
「
消
火
器
」
　
「
ト
イ
レ
フ
ァ
、

ン
」
　
「
ふ
と
ん
」
を
古
同
い
値
段

で
買
わ
さ
れ
た
ー
こ
ん
な
ケ

ー
ス
が
今
ま
で
に
あ
壌
ま
し
た
。

　
最
近
は
「
ガ
ス
も
れ
警
報
器
」

の
ケ
ー
ス
が
何
件
か
あ
り
ま
し

た
。
日
中
、
お
年
寄
り
だ
け
の

家
庭
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
①
見
知
ら
ぬ
業
者
か
ら
は
買

わ
な
い
②
も
し
買
っ
て
も
す
ぐ

に
お
金
を
支
払
わ
な
い
③
不
審

に
思
っ
た
ら
警
察
に
連
絡
ー

十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

十日町病院
　　8月1月全科休診

　
県
立
十
日
町
病
院
新
外
来
棟

が
完
成
し
ま
す
。

　
八
月
一
日
（
土
）
は
、
引
越

し
作
業
の
た
め
全
科
休
診
日
と

な
り
ま
す
。
八
月
三
日
（
月
）

か
ら
、
外
来
診
療
は
新
し
い
外

来
棟
で
行
い
ま
す
。
な
お
、
急

患
の
場
合
は
診
療
し
ま
す
。

、

鴇

4



　
「
き
も
の
の
に
お
い
の
す
る

街
」
づ
く
り
の
一
つ
と
し
て
、

十
日
町
産
地
の
も
っ
て
い
る
染

織
技
術
を
生
か
し
た
染
織
タ
ペ

ス
ト
リ
ー
（
壁
か
け
）
を
作
り

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
市
役
所
を
は
じ
め
と

し
た
公
共
機
関
や
団
体
機
関
、

学
校
、
旅
館
、
商
店
な
ど
に
飾

っ
て
い
た
だ
き
、
う
る
お
い
の

あ
る
空
間
を
作
り
出
し
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
、
ま
た
遠
来
の
人

た
ち
に
染
織
美
の
も
つ
あ
た
た

か
さ
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
な
が

ら
、
き
も
の
の
街
の
雰
囲
気
を

育
て
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

「
紬
緋
」
と
「
友
禅
」
の
す
ば

ば
ら
し
い
作
品
を
特
別
価
格
で

お
分
け
し
ま
す
。
対
象
の
皆
さ

ん
、
　
“
き
も
の
の
ま
ち
”
に
一

役
お
願
い
し
ま
す
。

友禅「雪の民家」

ま
す

．
毛
．
◆
皇
．
◆
も
．
◆
も
．
◆
皇
．
◆
も
．
◆
も
．
◆
毒
．
◆
毒
一
◆
圭
・
◆
・
一
一
一
一
・
◆
≒
◆
≒
◆
喜
一
◆
も
◆
毒
◆
毒
・
◆
臼
等
◆
も
◆
毒
・
◆
■
一
…
・
◆
■
…
・
◆
■
一
…
・
・
◆
■
一
弓
◆
も

染
織
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
い
か
が
で
す
か

　
　
　
　
　
“
き
も
の
の
に
お
い
の
す
る
街
”
づ
く
り
で
す

■
対
象
織
物
関
係
、
旅
館
、

飲
食
店
、
美
容
室
な
ど
、
不

特
定
多
数
の
人
た
ち
が
出
入

　
り
す
る
事
業
所
や
店
舗
。

■
種
類
・
タ
イ
プ

　
「
紬
耕
」
ー
わ
ら
ベ
シ
リ

　
ー
ズ
（
紙
ふ
う
せ
ん
、
竹
と

　
ん
ぼ
、
柿
も
ぎ
な
ど
1
2
タ
イ

プ
）

　
「
友
禅
」
ー
十
日
町
の
風

景
・
四
季
（
冬
の
茶
席
、
神

宮
寺
、
雪
の
民
家
な
ど
4
タ

イ
プ
）

■
額
サ
イ
ズ

　
〈
大
〉
5
2
・
5
×
4
1
・
0
紬
．

　
ロ
ロ
コ
ド
コ
ロ
コ
じ
　
　
ロ
ロ
ロ
コ
ロ
ほ
ロ
コ
　
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
コ

　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

　
一
　
格
　
円
　
円
　
円
　
円
　
一

　
｝
　
価
o
o
o
o
o
o
o
o
　
一

　
　
　
別
0
　
5
　
0
　
5
　
　
一

表
　
特
竃
竃
3
鉱
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

格
　
　
円
円
円
円
…

価
価
㎝
蜘
㎜
㎜
…

販
　
　
　
　
　
1
1
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

別
　
　
＞
＞
＞
＞
　
一

特
　
外
伏
仲
伏
…

　
　
　
　
緋
　
　
禅
　
　
…

㎜
　
紬
　
友
　
…

　
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
照

當
冗
定
6
，
9
2
4
一
鮒

　
〈
中
〉
4
4
・
0
×
3
6
・
5
紬
．

　
〈
小
〉
3
9
・
5
×
3
0
・
5
紬
．

■
販
士
冗
方
法

①
見
本
を
七
月
二
十
日
㈲
～

八
月
七
日
㈹
ま
で
、
織
物
組

合
一
階
「
彩
樹
季
の
間
」
に

展
一
示
し
ま
す
。

②
原
則
と
し
て
各
事
業
所
・

店
舗
一
枚
で
す
。

③
希
望
者
は
、
八
月
三
十
一

日
㈲
ま
で
に
織
物
組
合
（
暦

　
5
7
i
9
1
1
1
）
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
数
に
限
り

が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
毒

　　　　　、続x・～必

紬耕「かごめかごめ」

φ』・Il”』rひ・181』o』・lIIl’rひ・IllI・r6』lllI』◆』・確1酢・ひ・1”』ひ・1－Io閣rひ噂IIレrひ・“匹臼◆・1－09｝rひ・一酢匹臼ひ・IIloレrひ・1一1臼rひ・1”，・9』・II酢』9』・19111｛

ばの里…十日町をPR
　テレビ東京「あっとランダム」

一県内の放映は

8月1日出正午からNST

　
市
内
に
は
、
生
そ
ば
の
専
門

店
が
多
く
あ
る
こ
と
。
さ
ら
に

そ
れ
ぞ
れ
の
お
店
で
独
特
の
味

が
あ
り
、
最
近
の
グ
ル
タ
ブ
ー

ム
、
ヘ
ル
シ
ー
食
品
ブ
ー
ム
に

よ
り
遠
来
の
お
客
さ
ん
が
多
く

な
っ
て
い
る
こ
と
。
こ
う
し
た

状
況
や
、
昨
年
作
っ
た
「
十
日

町
の
そ
ば
物
語
」
の
効
果
も
あ

っ
て
、
そ
ば
の
里
ー
十
日
町

が
広
く
テ
レ
ビ
番
組
で
宣
伝
さ

れ
ま
す
。
七
月
五
～
七
日
に
は
、

テ
レ
ビ
東
京
の
人
気
番
組
「
あ

っ
と
ラ
ン
ダ
ム
」
　
（
毎
週
土
曜

夜
九
時
か
ら
の
一
時
間
番
組
）

が
、
そ
ば
の
特
集
企
画
で
リ
ポ

ー
タ
ー
の
三
上
寛
さ
ん
と
早
坂

あ
き
よ
さ
ん
の
二
人
が
、
市
内

の
生
そ
ば
店
の
ほ
と
ん
ど
を
取

材
し
ま
し
た
。
県
内
の
放
映
は
、

八
月
一
日
㈹
の
正
午
か
ら
。

　
き
も
の
十
日
町
も
併
せ
て
P

R
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

，
毒
．
◆
・
…
．
◆
・
…
．
◆
・
一
…
．
◆
‘
…
．
◆
毒
．
◆
・
毒
．
◆
二
…
．
◆
・
－
一
＝
．
◆
・
辱
◆
二
量
◆

十
日
町
小
唄

　
　
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド

　
市
観
光
協
会
（
服
部
泰
会
長
）

で
は
、
こ
の
ほ
ど
織
物
組
合
所

有
の
竹
久
夢
二
の
絵
画
を
題
材

に
「
十
日
町
小
唄
テ
レ
ホ
ン
カ

ー
ド
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
千
枚
限
定
で
市
観
光
協
会
、

商
工
観
光
課
に
あ
り
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
一
一
魯
．
◆
・
一
一
一
一
。
◆
‘
…
．
◆
‘
一
－
曹
．
◆
・
邑
響
、
◆
・
一
一
一
7
◆
・
…
騨
．
◆
毒
．
・
◆
・
一
甲
一
冒
．
◆
昌
＝
号
◆
・
一
一
一
一
・
◆
■
一
…
・
◆
、
一
一
一
7
◆
‘
…
・
◆
昌
…
・
◆
■
一
一
一
7
◆
み
…
・
◆
一
一
…
・
◆
る
…
・
◆
‘
＝
守
◆
三
電
・
◆
・
二
＝
・
◆
‘
…
・
◆
■
邑
騨
・
◆
■
邑
一
・
◆
三
一
一
・
◆
も
・
◆
‘
皇
7
◆
‘
＝
7
◆
■
一

新
潟
の
観
光
情
報
を
提
供
！

“
ふ
れ
あ
い
ス
タ
ン
ド
”
％
か

　
自
動
車
利
用
の
観
光
客
が
増

え
て
い
る
中
で
、
新
潟
県
が
今

年
度
か
ら
始
め
る
の
が
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
と
提
携
し
て
行
う

“
ふ
れ
あ
い
ス
タ
ン
ド
”
事
業

で
す
。

　
県
内
百
六
ヵ
所
の
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
に
、
ポ
ス
タ
ー
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
、
地
図
な
ど
豊
富

な
資
料
を
置
き

利
用
者
へ
無
料

で
そ
れ
ら
の
情

報
を
提
供
し
、

県
内
の
観
光
案

内
体
制
の
充
実
強
化
を
図
る
た

め
の
も
の
で
す
。

　
七
月
二
十
日
か
ら
、
こ
の
事

業
を
開
始
し
ま
し
た
が
、
市
内

台紙付
1枚8（

　
　
　
　
で
は
、
つ
ぎ
の
二
ヵ

　
　
　
　
所
が
ふ
れ
あ
い
ス
タ

　
　
　
　
ン
ド
の
指
定
を
受
け
、

　
　
　
　
情
報
提
供
や
道
路
案

　
　
　
　
内
等
を
行
っ
て
い
ま

　
　
　
　
す
。

　
　
　
　
■
山
松
商
店
バ
イ
パ

　
　
　
　
ス
給
油
所

■
十
日
町
木
工
給
油
セ
ン
タ
ー

　
市
内
の
観
光
情
報
の
ほ
か
、

周
辺
地
域
の
情
報
も
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

8月25日④前夜祭、夜7時～9時まで恒例の民踊流
し。イ固人＼団体で参カロを一団体参カロのときは，市

観光協会（智57－3345）へご連絡ください。

諏訪紳祉大祭
蟻民踊流蘇

5と’おガ夢3昭和62年7月25日



■
，
・
　
、

・
、
ち
軸
・

こ
だ
ま
号
二
世
が
ス
タ
ー
ト

　
公
民
館
の
自
動
車
文
庫
「
こ

だ
ま
号
」
が
、
こ
の
七
月
一
日

か
ら
新
装
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
こ
だ
ま
号
は
、

昭
和
四
十
九
年
に
青
山
茂
さ
ん

（
袋
町
東
）
か
ら
寄
贈
を
受
け
、

約
十
四
年
間
運
行
。
こ
の
間
、

十
四
万
人
、
二
十
六
万
冊
の
図

書
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。　
新
し
い
こ
だ
ま
号
は
、
ひ
と

回
り
大
型
の
二
十
六
人
乗
り
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
を
改
造
し
た
も
の

で
す
。
図
書
の
積
載
冊
数
も
増

え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
車
の
外
側
と
内
側
に

書
架
を
設
置
し
て
あ
り
、
中
の

通
路
か
ら
も
外
か
ら
も
図
書
を

選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

昼問コース
コース 巡回日 ス　テ　ー シ　　ョ　ン と　時　間 割

第1・3
上　川　町 寿　　　町 住　吉　町 本町6－3

十目町 2：00～2：30 2：40～3：10 3：20～3：50 4：00～4：30

月曜日 第四銀行寮 寿北公園 住吉公園 子供広場

第2・4
池　之　平 北　新　田 谷　内　丑 川治上町

川　治 1：15～1：45 2：00～2：30 2：40～3：10 3：20～3：50

月曜日 八箇小学校 だいせい食堂 市営住宅 新川屋建設

第1・3
漉　　　野 岩　　　野 上　新　田 水　　　口 下条本町

下　条 1：00～1：30 1：50～2：20 2：30～3：00 3：10～3：40 3：50～4：20

火曜日 東下組小学校 岩野神社 上新田分館 下組分館 下条小学校

第2・4
中　　　町 下　　　町 四　日　町 本　町　7

中　条 2：10～2：40 2：50～3：20 3：30～4：00 4：10～4：40

火曜日 中条駐在所 中条小学校 二瓶砂利倉庫 高架下駐車場

第1・3
田　　　麦 城　之　古

六　箇 3：00～3：30 3：50～4：20

水曜日 六箇小学校 城之古分館

第2・4
新　　　水 山　新　田 枯　木　又

飛　渡 12：50～1：15 1：30～2：00 2：30～3：00

水曜日 飛一小学校 飛二小学校 枯木又分校

第1・3
幸　　　町 太　田　島 珠　　　川 土　市　5 大　黒　沢

水　沢 1：20～1：50 2：00～2：30 2：45～3：15 3：30～4：00 4：10～4：40

金曜日 老人ホーム 小牧神社 珠田分校 三恵堂前 大黒沢団地

第2・4
南　鐙　坂 高　　　島 鉢 名　ケ　山 吉田山谷

吉　田 12：50～1：20 1：30～2：00 2：20～2：50 3：10～3：40 4：00～4：30

金曜日 鐙島小学校 涌井コンタリート 真田小学校 名ヶ山小学校 吉田小学校

　
子
ど
も
向
け
の
本
も
い
っ
ぱ

い
積
ん
で
あ
り
ま
す
。
読
書
好

き
に
な
る
よ
う
、
小
さ
い
う
ち
か

ら
公
民
館
図
書
室
と
あ
わ
せ
て

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
別
貸
出
し
日
時
は
、
つ
ぎ

の
と
お
り
で
す
。

　　　　　　　　　　璽　　　　　　　　饗剛　　　　　蕩類醒
夜間コース
巡回日 ステーションと時間割

第1・3

水曜日

稲　荷　町

5：30～6：10

東武運輸跡

西　本　町

6：20～7：00

西小学校入口

南新田町
7：10～7：50

市営住宅

第2・4

水曜日

泉　　　町

5：30～6：10

大勇仏具店倉庫

春　日　町

6：20～7：00

春日公園

美　雪　町

7：10～7：50

美雪公園

　
　
訓

　
　
　
麗
　
　
入

　
七
月
十
四
日
、
審
査
会
が
開

か
れ
、
つ
ぎ
の
と
お
り
入
賞
者

が
決
ま
り
ま
し
た
。

採
用
　
片
桐
将
雄
（
稲
荷
町
西
）

佳
作
、
高
山
美
鈴
（
学
校
町
一
）

鵬
市
展
ポ
ス
タ
ー

　　　　　　　　　　　　　繋　　　　　　　　　　　鞭
　　　　　　　　　欝　　　　　　　羅　　　　　鞭　　　　慧

獺

羅

賞
者
睾
警
点

佳
作
　
湯
沢
健
一
（
新
座
二
）

　
〃
　
宮
沢
美
世
子
（
小
黒
沢
）

　
〃
　
池
田
け
い
子
（
四
日
町

　
　
　
　
中
原
〉

　　　　　　　　脚　　　　　　　　繋　　　　　　　灘　　　　　　繋　　　　　灘　　　　鐵　　　雛　　懸獺難

鐵
灘
鑛
　
難
灘
灘
灘
灘
　
難

　
縷
縢
鑛
鱗
灘
灘
．
霧
雛
・

　
灘
難
．
難
灘

麟
鐵
鑛
纏
　
徽
灘
嚢
麟
麟
纏
・

　
欝
　
欝
灘
鑑
鐵
難
　
灘
鱗
欝

　
蟹
難
灘
護
霧
懸
鑛
麹
謹

．
麟
搬
灘
　
灘
難
獲
灘
欝
鍵
灘
灘

　
、
灘
難
鐵
鑑
縷
鐵
騰
灘
繋
灘
蒙

　
　
懇
鑛
灘
鍵
難
欝

．
韓
饗
鍵
　
辮
難
鰻
難
㈱
鑑
縷
繍

麟
、
．
蘂
灘
難
灘
鞭
懇
難

　
譲
難
難
懇

纏
鑛
叢
繋
鐵
欝
難
難
．
欝
繍

　
灘
籔
難
灘
鑛
鍵
懇
懸
購
謙
灘
．

嬢
繋
簸
灘
懸
難
灘
懸

　
欝
繍
灘
灘
　
鍵
聯

鞭
難
繋
　
難
灘
灘
鑛
懇
灘

欝
灘
灘
灘
雛
慧
難
難
馨
難

　
灘
灘
灘
鐡
難
　
繍
灘
灘

　
欝
鐵
懸
灘
難
難
叢
灘

　
欝
欝
鞍
翻
燃
灘
灘
灘
鐵
糊

『
麟
鐵
◎

撫
難
縷
㎜
繍
難
獺
灘
灘

　
難
獲
懸
鑛
雛
聯

懸
磯
懸
麟
灘
難
　
鑛
鐡
灘

撚
難
縷
灘
鵜
慧
懸
賜

獺
灘
難
魑
燃
響
嚢
灘
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二家に一唖

お贈物に
　
　
切

亀

駄

を．　『ど

の1
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市史づくり・博物館資料づくり1ゴふる里づくり、です

罵
．
．

　
・
匹

〒■■
可

市
史
リ
ポ
ー
ト
と
お
か
ま
ち

　
　
お
待
た
せ
し
ま
し
た
、

　
〈
内
容
〉
十
日
町
の
雪
（
渡

辺
成
雄
）
／
雪
虫
の
は
な
し
（
樋

熊
清
治
）
／
信
濃
川
上
流
域
の

か
え
ん

火
焔
型
土
器
（
島
田
靖
久
）
／

　
　
　
　
え
こ
と
ば

一
遍
上
人
絵
詞
伝
解
題
（
佐
野

良
吉
・
赤
沢
計
真
・
丸
山
克
巳
）

／
戦
国
時
代
の
十
日
町
（
山
田

邦
明
）
／
妻
有
地
方
の
近
世
の

街
道
（
桑
原
孝
）
／
越
後
の
千

代
女
（
須
藤
重
夫
）
／
十
日
町

小
唄
の
歩
み
（
田
村
喜
一
）
／

樋
口
常
太
郎
の
時
代
（
滝
沢
栄

輔
）
／
十
日
町
産
地
を
語
る
（
佐

野
良
吉
）
／
火
と
生
活
（
滝
沢

秀
一
）
／
妻
有
地
方
の
雪
洞
（
高

第
一
集
が
で
き
ま
し
た

橋
実
）
／
十
日
町
の
月
ご
と
の

祭
り
（
駒
形
懸
）
／
栃
窪
峠
の

茶
屋
（
十
中
・
青
柳
美
穂
子
）

／
我
が
家
の
歴
史
（
十
中
・
小

林
朋
彦
）
／
我
が
地
域
の
歴
史

　
（
中
条
中
・
春
川
二
美
恵
）
／

昔
の
学
校
昔
の
生
活
（
中
条
中
・

水
落
公
子
）
／
我
が
地
域
の
歴

史
（
中
条
中
・
阿
部
順
子
）
／

先
祖
の
足
跡
（
中
条
中
・
春
川

輝
昭
）
／
ミ
ニ
ミ
ニ
京
都
春
日

町
（
南
中
・
春
日
百
代
）

　
　
〈
体
裁
〉
A
5
判
・
写
真
入

二
七
四
頁
・
頒
価
一
、
○
○
○
円

市
内
唯
一
の
国
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
図
録
集

妻
有
の
女
衆
と
縮
織
り
　
％
発
売

　
博
物
館
が
総
力
を
あ
げ
て
取

り
組
み
、
五
年
の
歳
月
を
か
け

て
収
集
・
整
理
。
昨
年
三
月
、

国
の
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
た
「
越
後
縮
の
紡
織

用
具
及
び
関
連
資
料
」
の
す
べ

て
を
記
録
し
た
図
録
集
が
、
ま

も
な
く
刊
行
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
図
録
集
は
、
単
に
当
市

織
物
の
源
流
と
し
て
の
価
値
だ

け
で
は
な
く
、
農
山
村
の
人
々

の
暮
ら
し
と
文
化
を
伝
え
る
貴

重
な
市
民
の
遺
産
で
す
。
一
家

に
一
冊
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
お

求
め
く
だ
さ
い
。

　
〈
内
容
〉
原
料
調
整
用
具
、

紡
織
用
具
、
仕
事
場
用
具
、
販

売
用
具
、
製
品
、
信
仰
と
儀
礼

用
具
、
関
連
文
書
、
文
献
な
ど

を
中
心
に
、
古
老
か
ら
の
聞
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
ヤ
つ

書
き
、
　
「
ハ
タ
の
音
」
　
「
苧
積

　
　
　
ゆ
き
さ
ら

み
」
　
「
雪
晒
し
」
　
「
ヌ
カ
火
で

八
反
」
　
「
一
番
ち
ぢ
み
」
　
「
献

上
お
召
し
」
　
「
可
哀
そ
う
な
女

た
ち
」
　
「
紺
屋
」
「
黒
姫
参
り
」

「
ロ
ク
ロ
ウ
エ
ン
」
な
ど
、
楽

し
い
読
み
も
の
を
満
載
。

　
〈
体
裁
〉
B
5
判
上
製
本
・

写
真
八
○
○
枚
・
二
一
〇
頁
・

頒
価
三
、
○
○
○
円

▲市史リポートとおかまち第1集

●
大
万
書
店
（
本
町
二
）

　
　
　
智
5
2
i
2
0
5
3

●
村
山
書
店
（
駅
通
り
）

　
　
　
盈
5
2
　
2
3
7
7

●
野
上
書
店
（
駅
通
り
）

　
　
　
盈
5
2
1
2
5
5
0

●
蕪
木
書
店
（
昭
和
町
一
）

　
　
　
智
5
2
　
3
2
2
6

●
児
玉
書
店
（
本
町
六
）

　
　
　
智
5
7
　
3
3
6
3

●
ア
レ
フ
ー
（
北
原
）

　
　
　
盈
5
7
　
6
1
1
3

垂

▲図録妻有の女衆と縮織り

巴

　市史編さん委員会では、明治・大

正・昭和の体験記録「私の証言」の

原稿（写真・録音可）募集をしてい

ます。あなたの体験をぜひ市史に！

■内容は、十日町橋のこと／鉄道開

　通のこと／戦中・戦後のこと／大

　火・大雪・洪水・凶作など／子守

　りをしながら学校へ行ったことな

　ど、何でもけっこうです。

■用紙、字数など制限はありません。

　住所、氏名、生年月日を付記。

■締め切りは昭和63年1月31日です。

■入選作は、市史リポート「とおか

　まち」第2集に掲載します。

　中学生から、市史づくりに参加し、

家庭や地域を理解してもらうために

市史編さん委員会では、今年も作品

募集をおこないます。ご家族のみな

さん、今年の夏休みには、あなたの

子ども時代をぜひお子さんに話して

やってください。

■内容は、①昔の食べもの　②昔の

　子どもの仕事　③昔の子どもの遊

　び（この中から一つ）です。

■中学生には、家族から詳しく聞き

　取りするよう依頼してあります。

■入選作品は、市史リポート「とお

　かまち」第2集に掲載します。

　市博物館友の会では、市史編さん

に協力し、明日の郷土を考える資料

を整備するために、今年も郷土記録

賞（第3回）を募集します。

■部門は、動物、植物、地質、気象、

　考古、歴史、民俗で、内容は中魚・

　十日町地方に関するものなら何で

　もけっこうです。

■記録は、写真、録音テープ、ビデ

　オテープ、文章で具体的に。

■締め切りは昭和63年1月31日です。

■入賞作には、郷土記録賞（3万円

　および副賞）、奨励賞（2万円）、

　佳作賞（1万円）を差し上げます。

7と・8ぢ．ガ夢3昭和62年7月25日



二◎劒鰯毯
ゆずります・ゆずってください

　＊7月15日までの受け付け分

＊商工観光課内・消費者協会（智内線230）へ

ゆずります一一

品　　　名 規　格 希望価格

雪　ト　ヨ（2本） 2間もの
1本

　3，000円

和文　タ　イ フ。 3，000円

ワープロ（東芝ルポ） 110，000円

バイタ（ホンダカレン） 50　cc 20，000円

冷　　　蔵 庫 2　ド　ア 3，000円

電子　レ　ン ジ 3，000円

洗濯機（ナショナル） 5，000円

シングルベッド（大人用） 棚　な　し 相談で
コ　ン　ポ　ス ト 普通サイズ 〃

漬　　物 樽 2斗・4斗 〃

水分検定 機 ケ　ッ　　ト 〃

バインダー（ヤマハ） 1　条　刈 〃

ゆずってください

β　品　　　名 規　格 希望価格

粉　　霧　　機 18～20尼
2，000円～
5，000円

自　転　車（男性） 大　人　用 5，000円

自　転　車　（男子） 中学生用
4，000円～
5，000円

整理　ダ　ン　ス 5，000円

電動　ミ　シ　ン 20，000円

ベビーベツ　ド 3，000円

自転車（4～5台） 大　人　用
3，000円～
5，000円

一輪車（子供用） 乗　用 相談で
車　　　イ　　ス 〃

自　　転　　車 5・6段変速 〃

2　段ベ　ツ　ド 〃

自転車（男子用） 24イ　ンチ 〃

ギヤ　ジベツ　ド 〃

2　段　ベ　ツ　ド 〃

自　転　車　（女性） 大　人　用 〃

ゲートボール球 無　　料

説明会を開きます一

農業者年金経営移譲年金

　農業者年金の被保険者の方が、満60

歳になって正しい年金の請求ができ

るように説明会を開きます。

ロ日　時＝8月7日㈹午前10時～正

午

ロ会場二農協福祉会館

8月10日は一

　　「道の日』です

　昭和61年度より8月10日を「道の

日」として、道路愛護の精神を高め

るため、テーマソングの募集・日本

の道路100選などさまざまな行事が

予定されています。

市役所盈57－3111（〒948千歳町3－3）

轡寄備り瀞とう
霧　　　　　　（敬称略）

　特別養護老人ホーム「三好園」建

設運営資金（6月27日～7月／4日受

け付け分）二累計267町内＼7団体＼

20個人から／，28／万0，239円

■下条地区　下条中央通り追加分・

1戸（1，000円）

ロ水沢地区　新宮1・39戸（4万円）

細尾・40戸（4万円）

■団体　中条地区婦人会（1万円）

下条地区婦人会（15万円）十日町市
　　　　サ
役所職員・衛生施設組合職員・広域

消防職員一同（46万4，050円）

■個人　本田欣二郎（袋町中・20万

円）服部泰（学校町1・10万円）近

藤哲雄（上新田1・10万円）生越誠

一（上新田3・5万円）中町和男

（為永・3万円）

亀⑳⑳《◎民躍目轡体育課（総合体育館内奮52－4377）

第6回
市民ソフトボール

△
五大

8月30日（日）

　午前8時30分～

信濃川

運動公園

⑭参加資格

　40歳以上の男子と20歳以上の女子

　で1チーム9～15人。

⑭申込先

　8月20日（湘までに所定の申し込み

　用紙に記入のうえ体育課へ。

8月 おもなスポーツ行事予定

期日 行　事　名 会　場

1～31
（土）（月） 空手暑中げいこ 武　道　館 空手協会

1～3
（土）（月）

第20回記念少年野球
大会

笹山野球場

ほか

市　教　委

野球連盟

1・2
（土）（日）

第13回十日町～飯山

歩けあるけアルケの会

総合体育館
出発

歩けアルケ
実行委員会

2（日）

2市3郡6人制
バレーボール大会

総合体育館

市民体育館
バレーボー
ル協会

県居合道研修会 武　道　館 剣道協会

2・9
（日）（日）

2市3郡
高校サッカー大会

信濃川運動公園

陸上競技場
サッカー協会

3（月）～ バスケットボール

ナイターリーグ戦

総合体育館

ほか

バスケット

ボール協会

7㈹
市内

小学校親善水泳大会
西小プール 小　体　連

9（日）

カデットホープ卓球

大会
市民体育館 卓球協会

市長杯

ダブルステニス大会
城ケ丘庭球場 テニス協会

市P連野球大会
十小・十中
グラウンドほか 市　P　連

10（月）

大相撲十日町場所 総合体育館 相撲連盟

硬式テニス初級者講
習会

城ケ丘庭球場 テニス協会

11（幻 県高校軟式庭球大会
信　濃　川

運動公園
軟　庭　連

高　体　連

16（日） サッカー協会20周年

事業
陸上競技場 サッカー協会

21㈹
魚沼高校

バドミントン大会
総合体育館

バドミント

ン　協　会

27休） 諏訪神社奉納相撲大会 諏訪神社 相撲連盟

30（日）

市民ソフトボール大会
信　濃　川

運動公園
市　教　委

体　指　会

地区体協親善野球大会
信　濃　川

運動公園
地区体協

：外尽ング

o

外クー一ル

　　クク
‘ ク

からご案内

◎夏休み短期水泳教室

■期　日＝1期：7月30日㈲～8月

　4日（灼　2期：8月20日㈲～8月
　25日（火）

■時　間＝午前10時30分～正午

■対象者＝幼児・小中学生

■定　員＝80人（各期）

■受講料＝会員4，000円・一般5，000円

■申し込み＝1期は7月28日（幻、2

期は8月18日（幻までにスイミング

スクール（盈58－3343）へ。

◎会員募集『新設コース』

■日　時＝毎週月曜日　午後5時30

分～6時45分　毎週火曜日午後4

時30分～5時45分

■対象者＝幼児・小中学生

G匪動　8月の自由遊泳は

　　　　　　　　　行いません。

第、3回十日町⇔飯山

歩けあるけアルケの大会
参加者の皆さんへ……

①交通信号・規則をよく守り、整然

　と歩きましょう。

②受け付けの際に返信用ハガキを提

　示し、ゼッケンを受け取りましょ

　う。※受け付けは、午後6時～

③集合場所には駐車できません。自

　家用車はご遠慮ください。

④手荷物は預りません。

集合・スタートは総合体育館前広場

（館内は使用できません）

8月の体育施設
　無料開放日は22日仕）です。

受付期間　8月／日（士）～／7日（月）

抽選日（許可証交付）　8月19日（水） 8
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⑦作業停電
東北電力㈱十日町営業所奮52－3107

8月4日（火》午前9時半～正午◆下

条栄町の一部

8月7日㈹午前9時～正午◆高島

1の一部◆南鐙坂、北鐙坂の全部

8月11日（火）午前9時～11時半◆小

泉3の一部
◆　◆◆　◆　◆◆◆◆◆　　◆　◆◆◆◆◆◆

［二協麹8毯

超党派での平和運動一原水爆禁止市民大会

世界平和を築くため、みんなで参加しょう

囹とき8月6日㊧午前8時～8時30分囹ところ市民会館

主催：原水爆禁止十日町市協議会（会長　松井愛美）

★加入団体（順不同）　市婦人連絡協議会・織労・自由民主党・日本社会党・

市役所・市農協・織物組合・商工会議所・青年会議所・金融団・仏教会・キ

リスト教会・天理教会・地区同盟・ロータリークラブ・北ロータリークラブ・

ライオンズクラブ・地区評・県建設業協会十日町支部・非核宣言市民の会

ゴミ収集を休みます

8月15日（土）お盆

8月27日（木）　お祭り
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㊧織布課程研修生㊥

伝統的工芸品「十日町糸施　「十日

町明石ちぢみ」の織布技術の基礎的

な知識（実技）の修得を目的とした

後継者育成事業を行います。経験の

有無にかかわらず応募してください。

■主　催＝十日町織物工業協同組合

■期間＝9月1日（幻～30日㈱

　〉平日　午前8：30～午後3：50

　〉土曜　午前8：30～正午

■場　所＝十日町高等職業訓練校

　　　（学校町1智57－1105）

■定員＝10人

■内　容＝学科、実技、行事

■申込先一8月20日休〉までに織物組

　　　合総務部（智57－9111）へ。

■交通費＝交通費を補助します。
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9とおガ夢3昭和62年7月25日 社会保険相談日

の変更

8目12日体）の社会保険相談日（織物

組合）は，8月7日㈹となります。



月臼 受付時間 対　　象　　地　　域 会　　場

8．三7

　（月）

午前9：30～11：30 中町、北原、市之沢

中条公民館
午後1：00～3：30 中条八幡、上原新町、上町、旭ケ丘

爲
㈹

午前9：30～11：30 背戸、下町、峠、梅沢

午後1二〇〇～3：30 中条旭町、中条島、中条新田

麹
㈱

午前9：30～11：30 鉢1、鉢2、中手 真田小学校
午後1：30～3：00 中平、名ヶ山 名ヶ山小学校

20

㈱

午前9：30～11：30 　　　　　　」吉田山谷、小泉3

吉田集会所
午後1：00～3：00 稲葉、小泉1、小泉2

24

㈲

午前9：30～11：30 大黒沢1、大黒沢2、大黒沢東、小黒沢 大黒沢集会所

午後1：30～3：00 太田島1、太田島2、天池、細尾、池之尻

水沢公民館
鍼
㈲

午前9：30～11：30 太田島3、新宮1、新宮2、伊達1

午後1：00～3：00 土市2、伊達2、伊達4

9．2

　㈱

午前9：30～11：30 土市1、伊達3、幸町

午後1：00～3：00 土市3、土市4、土市5

3
㈲

午前9：30～11：30 新座2、新座4－1、新座4－2、三和町 新座

コミュニティー

　　センター

午後1：00～3：00 新座1、新座3

4
働

午前9：30～11：00 本町7－1、本町7－2

午後1：00～3：00 高島1、高島2 高島集会所

　
〉

7
　
朔
月

　
（

午前9：30～11：30 北鐙坂1、北鐙坂2、樽沢
就業改善センター

午後1：00～3：30 北鐙坂3、南鐙坂

9
㈱

午前9：30～11：30 四日町2、尾崎

大井田

コミュニティー

　　センター

午後1：00～3：30
四日町新田1、四日町新田2、四日町

新田3、四日町新田4、南新田町1

憩
㈱

午前9：30～11：30 南新田町2、南新田町3、四日町1、四日町3

午後1：00～3：30 四日町中原、四日町4、五軒新田
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※　この後の日程は、市報8月25日号でお知らせします。

　　　　　　　　保健衛生課保健衛生係　智57－3111内線139

8月の健康相談日

＊3・10・17・24・31日の各月曜日

＊保健センター、午前9時～午後4時

血圧が心配、食事療法を知りたい、

心に悩みがある一などの方はどう

ぞご相談を．グ

彰）献血車日程㊥

　9日（日）下条公民館

　12日依）十日町総合庁舎

　14日働　市役所

　受付時間：午前／0時～正午

　　　　　午後／日寺～3臼寺

国民健康保険料率決まる

　このほど昭和62年度分の国民健康

保険料率が、つぎのように決定しま

した＠

　　　　（）内は昭和61年度
囹所得割　4．49％　（4．91％）

囹資産割　46．5％　（50．0％）

囹被保険者均等割……16，600円

　　　　　　　（17，100円）

囹世帯別平等割………20，500円

　　　　　　　（21，300円）

保険料総額は9億3，889万円

（一世帯当たり141，977円）とな

りました。

8月乳幼児健康診査日程跨 ＋8月の休日救急医

2日（日）山口医院（下純樋り）智55－2003

　　　上村病院（中里村）智63－21／／

9日（日）至誠堂医院（西浦町東）費52－3276

　　　津南病院（津南町）費65－3／61

16日（日）池田医院（本町西4）智52－258／

23日（日）中条病院（北　原）智57－3018

30日（日）大坪医院（四日町／）智57－6100

事業名 期日 受付時間 対象児

3歳児健診
（講叡畢）

11日
（火）

午後1時

　～2時

59年2月
生れの幼児

1歳6ヵ月児

健　　　診

7日

㈲

午後1時

　僧2時

61年2月
生れの幼児

4ヵ月児健診

　ならびに

育児学級

21日

㈹

午後1時

～1時30分

62年4月
生れの乳児

10ヵ月児
身体測定

25日
（幻

午前9時30分

～10時30分

61年10月
生れの乳児
（謝翻亮希） qs 回

ゆ恵

鰺雄

会場は保健センターです ←十e㌫禰　R“7　四8曲1　　　中条→

※1歳6ヵ月児、3歳児健診の幼児は歯科健診
がありますから歯をきれいにみがいて来てく
ださい。

※4ヵ月児健診に来られない人は、小児がん（神

経芽細胞腫）尿検査セットを保健衛生課に取
　りに来てください。

老本

鉄工所

丙科大坪医院
’rEし（59）6100

Aつ一70
犬井田伝

＋8月の休日救急医

2日（日）山口医院（下純樋り）智55－2003

　　上村病院（中里村）智63－21／／

9日（日）至誠堂医院（西浦町東）費52－3276

　　津南病院（津南町）費65－3／61

16日（日）池田医院（本町西4）智52－258／

23日（日）中条病院（北　原）智57－3018

30日（日）大坪医院（四日町／）智57－6100
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